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パイクリスタル社への出資契約締結に関するお知らせ 
 

  当社は、有機半導体技術の商用化を目指すパイクリスタル株式会社（大阪府大阪市）への出資

契約を締結したことをお知らせいたします。 

本件に関する詳細につきましては、別紙ニュースリリースをご参照ください。 
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